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　260年以上の歴史を持ち、
国の重要無形民俗文化財に指
定されている伝統芸能、八女
福島の燈籠人形の“燈り”、ま
た、日本一の盆提灯生産量を
誇る八女提灯の“灯り”、さら
に、電照菊の発祥地として全
国的に有名であることから
テーマを“あかり”とし、八女
の伝統文化と産業をアピール
する市民参加型の祭りを開催
しています。期間中、八女福
島の界隈では、燈籠人形のほ
か、提灯まつり、あかり絵パ
レード、地場産まつり、町屋
まつりなどが開催され、夜ま
で多くの人で賑わいます。

　立花町は九州有数の梅の産地。約80ヘク
タールの広大な斜面に約 3万本の白梅が
咲き誇る谷川梅林一帯は、九州の梅の三名
園の一つに数えられています。その見ごろ
に合わせて、ワインなど特産品や郷土料理
の販売、各種イベントなど盛りだくさんの
観梅会が開かれます。期間中、立花町ワイ
ンセラー内では約3,000本の竹灯籠に灯り
をともす「竹あかり幻想の世界」を、全国
でも珍しい昼間に開催しています。

　山々の紅葉が眩しい彩のなかで開かれる星野村最大のイベント（八女星のまつり）が、毎
年11月上旬に星のふるさと公園内「平和の広場周辺」で行われます。
　会場では伝統本玉露の産地ならではの玉露の入れ方講座、闘茶会、手揉み茶の実演、野点
などお茶にまつわるイベントが実施されます。
　メインは九州各地の太鼓団体による競演「九州和太鼓フェステバル」が行われ力強い演奏
を楽しむことができます。その他「物産、バザーコーナー」では、地元特産品の販売、だご汁、
ヤマメの塩焼きなど星野故郷ならではの味を堪能することができます。

　矢部川源流公園で開かれる
矢部村の秋祭りで、地元の新
鮮な農産物の直売をはじめ、
コケッコ競鶏レース、丸太切
り競争、川沿いのロケーショ
ンを活かしたヤマメ・ニジマ
ス釣りなどが楽しめます。ま
た、地元の小中学生による八
女津媛神社の浮立（福岡県無
形文化財）の伝承披露、矢部
に代々伝えられている行事、
石づきなどを広く紹介し、地
域間交流を深めるまつりで
す。

　上陽町の星野川、横山川には季節になると
多くのホタルが舞い飛びます。まつり期間中
は「ホタルの総合案内所」を設置し、ホタル
連絡員が訪れた人にホタルの見所を紹介する
ほか、町内各所で新茶の無料接待やバザーな
どのイベントを行っています。平成24年の水
害により、上陽町も大きな被害を受けました
が、ホタルの幼虫を放流するなど、復活に向
けての取り組みが続けられています。

　黒木の大藤は後征西将軍良
成親王のお手植えと伝えら
れ、樹齢600年以上を数える
現在でも力強く生き続け、国
の天然記念物に指定されてい
ます。大藤がある素盞嗚神社
には、約3,000平方メートル
もの広大な藤棚が広がってお
り、毎年 4月中旬ごろに開花
し、 1メートルを超える紫色
の花房を垂下させます。開花
期間中には、町内各地で各種
イベントや物産展、郷土料理
の販売などがあります。毎年
全国から約20万人もの人が訪
れ、藤の美しさと香りに魅了
されています。
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